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  令和元年 12 月定例会

総
　
　
務
（委員）
村　田
戸　田
市　村
大　槻
岩　本
谷　仲

12
月 

定
例
会 （
傍
聴
者
数
）

日
程

会 

議 

等 

の
主
な 

内 

容

傍
聴

２
日

本
会
議  （
開
会
、議
会
人
事
案
件
）
４
名

４
日

議
会
運
営
委
員
会
（
会
期
日
程

調
整
）

－

５
日

本
会
議
（
議
案
上
程
）

広
報
特
別
委
員
会

２
名－

11
日

本
会
議 （
一
般
質
問
）　
　
　
　

26
名

12
日

本
会
議 （
一
般
質
問
）

４
名

13
日

　
　

本
会
議 

（
一
般
質
問
、
質
疑
、

委
員
会
付
託
）

１
名

16
日

総
務
常
任
委
員
会

－

17
日

文
教
福
祉 

常
任
委
員
会

－

18
日

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

－

20
日

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議 （
委
員
長
審
査
報
告

  　
　
　

採
決
、
閉
会
）

－－１名

※
傍
聴
に
は
、
簡
単
な
受
付
が
必
要
で
す
。

　
（
氏
名
・
住
所
・
職
業
・
年
齢
の
記
入
）

◎
特
定
任
期
付
職
員 

 
 
 

　

Ｑ
　
特
定
任
期
付
職
員
と
は
。

　

Ａ　

高
度
な
専
門
知
識
、
経
験
、
又

は
、
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
も
の

で
、
一
定
の
期
間
特
に
必
要
と
さ

れ
る
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で

き
る
者
。

◎
小
美
玉
市
会
計
年
度
任
用

　

職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁

　

償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

に
つ
い
て

　

          

　
Ｑ
　
非
常
勤
職
員
の
報
酬
は
、
性
質

別
経
費
の
中
の
物
件
費
か
ら
だ
さ

れ
る
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
は
人
件
費
か
ら
出
さ
れ
る
。

　
　
　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
へ
の
反
映

は
。

　

Ａ　

現
時
点
で
会
計
年
度
任
用
職
員
を

基
礎
デ
ー
タ
に
含
め
る
か
は
未
定
。

◎
小
美
玉
市
部
等
設
置
条
例
の

　

一
部
に
つ
い
て

　

Ｑ
　
新
し
く
部
を
設
置
す
る
に
あ
た
り

ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た
の
か
。

　

Ａ　

教
育
委
員
会
か
ら
、
市
長
部
局

に
移
動
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会

と
引
き
続
き
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

「
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
及
び
「
ス

ポ
ー
ツ
推
進
の
推
進
計
画
」
を
推

進
し
た
い
、
組
織
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
市
民
へ
の
周
知
を
十
分
に
図
り

た
い
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　　委員会 QA

常任委員会Ｑ＆Ａ
小美玉市議会には３つの常任委員会 （総務 ・文教福祉 ・産業建設） があります。
議員はいずれかの委員会に属し議案審査に当たります。 12 月定例会で議案審査を行いました。
委員会での主な質疑応答の内容についてお知らせします。

※
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
・
・
・

国
家
公
務
員
と
の
比
較
で
地

方
公
務
員
の
給
与
水
準
を
表

す
指
数
。

▲総務常任委員会の審議の様子
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文
教
福
祉
（委員）
木　村
長　津
小　川
長　島
幡　谷
植　木
香　取

産
業
建
設
（委員）
荒　川
島　田
野　村
田　村
福　島
石　井

▲文教福祉常任委員会の審議の様子

▲産業建設常任委員会の現地調査（小岩戸）

委員会 QA

※
豚
コ
レ
ラ
侵
入
防
止
緊
急
対
策
事

業
費
補
助
金
・
・
・

　

養
豚
農
場
に
野
生
動
物
侵
入
防
止

用
の
柵
を
整
備
し
、
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ

ル
ス
の
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
に
、

事
業
費
の
２
分
の
１
を
国
、
４
分
の

１
を
県
、
８
分
の
１
を
市
が
補
助
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
産
者
は
事
業
費

の
８
分
の
１
で
防
護
柵
を
設
置
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
補
助
事
業
。

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー   

　

運
営
協
議
会 

 
 
 

　

Ｑ
　
介
護
保
険
関
連
条
例
の
今
回
の

一
部
改
正
の
理
由
は
。

   　
Ａ　
『
介
護
保
険
等
運
営
協
議
会
』
に
、

こ
れ
ま
で
同
一
の
委
員
で
構
成
さ

れ
、
各
々
行
っ
て
い
た
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」、

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員

会
」
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
円
滑
に

会
議
を
進
め
て
い
く
。

◎
小
美
玉
市
教
員
教
育
研
修

　

基
金

　

          

　
Ｑ

　
こ
の
基
金
の
使
途
及
び
目
的
は
。

　

Ａ　

教
員
の
総
合
的
な
教
育
力
向
上

の
た
め
の
教
育
研
修
講
演
会
に
必

要
な
資
金
を
目
的
と
す
る
指
定
寄

付
金
を
積
み
立
て
、
講
演
会
を
令

和
３
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

◎
生
活
支
援
事
業

 
 

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業    

　

Ｑ
　
今
回
の
補
正
は
利
用
者
の
増
加         

が
要
因
か
。

   　
Ａ　

利
用
条
件
は
、
70
歳
以
上
ま
た

は
60
歳
以
上
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
所
持
し
て
い
る
方
で
、
運
転
免

許
証
を
持
っ
て
い
な
い
ま
た
は
自

主
返
納
さ
れ
た
方
と
な
る
。
昨

年
度
1
年
間
で
１
０
３
９
人
の

と
こ
ろ
、
今
年
度
は
12
月
現
在
で

１
１
０
４
人
な
っ
て
い
る
。
自
主

返
納
の
意
識
も
広
が
っ
て
お
り
、

今
後
も
利
用
者
の
増
が
見
込
ま
れ

る
た
め
。

◎
家
畜
防
疫
推
進
経
費 

 
 
 

　

Ｑ
　
豚
コ
レ
ラ
侵
入
防
止
緊
急
対
策

事
業
費
補
助
金
の
想
定
件
数
は
。

   　
Ａ　

市
内
に
は
20
の
養
豚
経
営
体
が

有
る
が
、
２
経
営
体
が
廃
業
を
予

定
し
て
い
る
た
め
、
18
経
営
体
へ

の
補
助
を
想
定
し
て
い
る
。

◎
公
共
下
水
道
事
業 

 
 

　

Ｑ
　
水
道
管
移
設
補
償
費
の
増
額
理

由
は
。

   　
Ａ　

下
水
道
整
備
の
際
、
水
道
管
の

図
面
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
移
設
補

償
費
等
を
予
算
化
し
て
い
る
。
今

回
は
断
水
工
法
や
ル
ー
プ
形
状
に

よ
る
型
押
し
で
の
工
法
を
想
定
し

て
い
た
が
、
民
家
が
多
い
た
め
仮

設
管
を
使
用
し
て
水
を
供
給
し
な

が
ら
の
工
事
に
変
更
し
た
た
め
。


